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穴山の杜のさくらと平成２７年度新入職員のみなさん 



 
 

～ ２０１５年度を迎え ～ 
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２００１年の内部留保問題に端を発した社会福祉法人制

度の見直し議論は、昨年の８月から行われていた社会保障

審議会福祉部会において、「社会福祉保障審議会福祉部会報

告書、社会福祉法人制度改革について」として２月に取り

まとめられました。 

報告書では、 ①公益性、非営利性の徹底 

       ②国民に対する説明責任 

       ③地域社会への貢献 

の３つを制度見直しの基本的な視点としています。この報

告書の視点に立ち、社会福祉法人としての主体性や自律性

をもった経営をし、地域の皆様から信頼される法人として

進んでいかなければなりません。 

 その中で今年は、３年に１度ある介護報酬改定、障害福

祉サービス報酬改定があり、消費税増税の先送りの影響も

あったのか、非常に厳しい改定結果でありました。介護報

酬の改定率は、介護職員の処遇改善、物価の動向、介護事

業者の経営状況、地域包括ケアの推進等を踏まえ、全体と

して２．２７％のマイナス改定となりました。内容として

は、介護職員の処遇改善として、プラス１．６５％、介護

が必要な中重度の要介護者や認知症への対応リハビリテー

ションの推進等介護サービスの充実としてプラス０．６

５％、その他はマイナス４．４８％と高い引下げ率となり、

経営の努力をより一層行っていかなければなりません。障

害福祉サービス報酬改定も職員の処遇改善として１．７

８％のプラスを含み、全体では据え置きとされました。内

容としては、重度障害者、強度行動障害者への地域支援強

化がされています。 

 

地域移行が困難な強度行動障害者の地域移行が進まなけ

れば、施設入所者の削減が困難であるとのことからだと考

えられます。現在の社会福祉法人をとりまく環境は、社会

保障財源の確保と国の財政問題から、厳しい状況の中を進

んでいかなければならないことが、予想されます。 

高齢者等の増加に伴い、社会保障の需要は確実に伸びるこ

とから、今後の報酬改定にも大きな期待はできないと考え

られます。そのためには、今まで以上の経営力の強化が要

求されます。法人の役員と職員が一丸となって固定概念に

とらわれない、新たな発想をもって前に進んでいかなけれ

ばならいと感じています。社会福祉法人信和会は、地域の

皆様と３０年間にわたっての絆があります。今後、社会保

障の枠にとらわれず、地域の皆様と高齢者、障害者がとも

にこの地域で住み、働き、協働できる町づくりをめざし、

地域の皆様と「おかげさまで」と言い合える町にしていき

たいと思います。 

 今、ＮＨＫで大河ドラマ「花燃ゆ」が放送されています。

幕末の長州藩が舞台となっていますが、その中心人物であ

る吉田松陰先生の言葉にこんな言葉があります。 

「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき

者に実行なし、実行なき者に成功なし、故に、夢なき者に

成功なし。」厳しい時代であるからこそ大きな夢を持って

進んで行きたいと思います。今年も1年よろしくお願いし

ます。 
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      理事会・評議員会報告 
 
  開 催 日 ： 平成２７年 ３月２１日（土） 
 
  開 催 場 所 ： 特別養護老人ホーム 穴山の杜 集会室 
 
  審 議 次 項 ： 第１号議案 平成２６年度補正予算（案）について 
  第２号議案 平成２７年度事業計画について 
  第３号議案  平成２７年度予算（案）について 

第４号議案 理事会、評議会役員改選について 
第５号議案 諸規程の改定について 
第６号議案 その他 

 
   平成２６年度第４回目の理事・評議員会が開催されました。 
   今回は次年度の事業に関する事項並びに予算案について各事業所より提案し、審議して頂きご承認を得ることが 
  出来ました。 
   特記すべき事項として、介護報酬制度の改正に伴う事業への影響を分析し、新年度事業計画はその対応も含めた 
  ものとなりました。また、今年度は役員改選の時期でもあり所定の手続きについて説明し選任について準備を進め 
  ています。既に承認を頂いております新規事業については、本年度竣工をめざし近々着工いたします。 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

本部だより 
社会福祉法人 信和会 法人本部 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail: honbu@sip-shinwakai.jp 
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穴山の里だより
障害者支援施設 穴山の里 
〒407－0263 韮崎市穴山町 5164 
℡0551-25-5900 
E-mail：sato@sip-shinwakai.jp 

な か よ し 会 年 度 末 総 会 

 

桃の摘蕾 
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 農業奉仕班では３月より桃の摘蕾を行っています。

摘蕾と摘花で９割以上の花を摘んでしまいます。 
 ４月になると、まさに【桃源郷】の我が穴山。 
もし、花を摘まなければ、どんな光景になるのでしょ

うか？今年も美味しい【穴山の桃】が収穫できるよう、

利用者、職員、力を合わせて頑張ります。 

 

桜花の候、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
           この度、４月１日付にて障害者支援施設穴山の里施設長を拝命いたしました大柴 

太賀吉(おおしばたがよし)です。 
障害者支援施設として素晴らしい活動環境を有している穴山の里につきまして 

は、すでに皆様もご存じの所ですので申し上げるまでもありませんが、同時にその 
責務の重大さに身の引き締まる思いがいたします。 

甚だ微力ではございますが、先輩諸氏の偉大な功績を受け継ぎ、「一意専心」穴山の里の発展に全力を尽

くし、関係各位のご期待に添うよう努力いたす所存です。 
つきましては、前任者同様、格別のご指導、ご鞭撻を賜りますよう謹んでお願い申し上げます。 

                                       謹  白 

３月２２日に【なかよし会】年度末総会が開催されました。 

２６年度の反省では元気な声で挙手、発言しました。 

２７年度の目標は、『なかよくする』『トイレを綺麗に使う』 

『上履きを揃える』『廊下を走らない』『順番を守る』の５項 

目に決定しました。また、旧役員にはねぎらいの言葉を送り、 

新役員には「頑張って下さい」の励ましの言葉をみんなで送 

りました。 

おだいりさ～ま と おひなさま。 
３月２１日韮崎市障害福祉課主催で開催され

た『ひなまつりちらしずしを作って食べよう

料理教室』に佐伯さん、平林さん２名が参加

して来ました。 
 日頃自分たちで料理する機会は少ないので 
とても楽しく、美味しい料理が出来ました。 
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施設長就任あいさつ 



４月１２日に恒例の【穴山町さくら

祭り】に参加しました。 

昨年同様、保護者面会日も同日に行

われ家族の皆さんとお弁当を食べ

たり、市民参加のアトラクションや

仮装コンテストを楽しみました。ま

た、祭りを通して地域の方々とふれ

あう機会となりました。利用者の皆

さんも今年の春の良い思い出とな

りました。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月１２日に恒例の【穴山町さくら祭り】に参加しました。 
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３月２５日より２班に分かれて新卒職員の日中活動研修が 
行われました。皆さん最初は活動に戸惑う様子でしたが、 
時間がたつにつれ笑顔が見られ、利用者さんたちとふれあ 
う様子が見られました。 
【穴山の里】に芽吹いた六つの蕾がやがて、大きな花を咲 
かすよう職員一同見守りたいと思います。 

 

ユーモア賞を

もらったよ！ 

仮 装 大 会 穴山の里 出店 
施設で作った レタス・小松菜

大豆・味噌・手芸品などを出店

しました。 

多くの方が来店して頂いて、レ

タス、味噌、小松菜は完売する

ほど盛況でした。 

地域の皆さんと一緒に 

”穴山観光小唄”を踊りました。

天気も良くて気持ちよく踊れま

した。 

 ２月に開催された穴山町いきいきホットサロンへ 
職員バンドが参加させて頂きました。 
昨年もお声を掛けて頂いたのですが、豪雪に見舞わ

れあえなく中止となりました。 
今年は二年分の思いを演奏に乗せ披露させて頂きま

した。 

穴山町いきいきホッとサロン！！



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別養護老人ホーム穴山の杜 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail：mori@sip-shinwakai.jp 

平成27年4月より介護保険制度の改定が行われました。高齢者人口が増加する中

で、介護保険制度を維持するための施策として政府が打ち出したのが、社会福祉法

人の内部留保の問題です。多額の内部留保を保持しているとして、その取り崩しを

図ったのが今回の改定の特徴です。老人福祉施設にとっては、介護報酬が概ね５％

の減額となり大変厳しい内容になっております。この改正に対処するためには、今

まで以上にムリ・ムダをなくし全職員経費節減の意識を高めることが大切です。そ

のために、各委員会活動やユニットでの費用削減活動を強力に推進してまいります。

又、今年度は新しい短期入所生活介護事業（ショートステイ）開設に向けて、建

設工事が28年1月末完成を目指して、今年度の5月末～6月に着工いたします。施

設設置場所は、社会福祉協議会が運営しております「なごみの郷デイサービス」事

業所の同一の敷地内に建設されます。 施設規模は多床室（4 人）2 部屋、個室 12

部屋の20人の利用が可能ですので、近隣の高齢者の方々の多様なご要望に応えるこ

とができます。 

                           介護部主任  小尾 美香 

介護部主任という大役を任命されました。責任の重さに身の引き締まる思いです。昨年度から施設の

方針で、科学的介護（オムツはずし）とユニットケアを２大柱とし、さまざまな取り組みを行い、介

護現場が大きく変わってきています。これは、多くの職員の努力の成果だと思います。これからも、

職員一人一人が専門職としての自覚を持ち、利用者の生活の質を上げていけるよう、微力ながら自分

自身頑張っていこうと思います。 

                          フロアー副主任 伊藤 みゆき 

この度、フロアー副主任に就任させていただき、身の引き締まる思いです。法人の基本理念である「接遇・感

謝・向上」を念頭に置き、昨年度より進めているユニットケア・科学的介護の取り組みを、より深く進めていき

たいと思います。以前、老人福祉協議会で岡山大会に行った際、竹内先生が提唱している科学的介護（オム

ツはずし・水分ケア・歩行）についての事例発表を聴き、大変感銘を受けました。それ以来、ユニット内で“おむ

つはずし”への取り組みを始め、成果を得ることが出来たのは、大きな自信に繋がりました。その気持ちを

糧に頑張っていきたいと思います。 

第6 回山梨県老施協研究総会（2 月1 日 アピオにて開催）において【笑顔ある生活を目指

して(問題解決に向けてのアプローチ)】と題して、1 人の入居者に対し、当たり前になって

いる光景に疑問を持ち、多角的視点から見つめ直した取り組みについて発表いたしました。

研究結果を施設で共有し、今後の介護に活かします。（発表者 清水みな・千葉一樹） 
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日本全国から優秀な学生たちが、田崎さんの門下生として世界の演

奏家を目指して高根町で合宿をしながら、一生懸命頑張っていま

す。その門下生の小学生から大学生の生徒たちが演奏して下さり、

綺麗な音色を楽しむことが出来ました。 
穴山の里・わ～く穴山の里の利用者も来設し、盛大なコンサートと

なりました。来年も出前音楽コンサートの開催を約束をして下さい

ました。楽しみにお待ちしております。 
素敵なコンサートをありがとうございました！！ 

ﾚｸ活動推進委員会主催にて3月4日限定で喫茶店がオープンしました。

コーヒーの良い香りに誘われて、1階喫茶コーナーに来店され、メニュ

ー表からお好きな飲み物・お菓子を選んでいただきました。職員が豆

からこだわり、目の前で挽いたコーヒーや抹茶、手作りしたうす焼き

やわらび餅を「コーヒーもお菓子も美味しいね。」「景色もいいし、楽

しいね」と皆さん堪能されました。気分転換や交流の場ともなり、充

実した時間を過ごすことが出来たようです。今後も開店出来れば良い

と考えております。 

2 月 3 日 節分の行事食の鰯の塩焼きや大豆料理を食べた

後には、豆まきが行われました。「鬼は外～、福は内～」と

かけ声で豆をまき、無病息災を願いました。鬼役を務めて

下さる利用者もおり、明るい声と笑顔が見られました。 

桜が開花し始めた3月25日に、北杜市高根町在

住の国際的ピアニスト田崎悦子さんが主催する

「Joy of music(JOM)」活動の出前コンサートが

穴山の杜で開催されました。 

1 月 1 日の昼食は、伊達巻や紅白な

ますなどのお節盛り合わせ、お雑煮

やお屠蘇をいただきました。本年も

よい一年となりますように！ 

3月27日鶴ﾌﾛｱの方々で集まり、カラオケなどを楽

しみました。また、医務職員の方々が懐かしの割

ぽう着の衣装に着替えて、小麦饅頭を手作りし、

おやつにいただきました。出来立てのお饅頭に笑

顔があふれていました。 
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   当事業所も平成１６年に地域の社会資源としての役割を果たすことを目指し、１０年余りが過ぎました。 

現在、共同生活を利用されている方より２１名、在宅より１０名、総勢３１名の方々が利用されています。 
生活の基本（日中活動先の確保）は重要に思います。 
働く上での必要な能力、マナー、持てる力を最大限に発揮し、働く方々の楽しさ・厳しさが伝わればと、今年度 

も皆さんの作業及び余暇活動風景を紹介させて頂きます。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       作 業 風 景            リニア見学センターへの遠足           お 花 見 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

共同生活事業も平成6年に穴山町内へあなやまハイツ開所に始まり、20年余りが過ぎました。 

現在、穴山町内に3棟：男性10名・女性6名、同市岩下に1棟：女性4名、北杜市明野町に1棟：男性4名、 

計５棟、総勢24名の方々が地域で生活を営んでおり、世話人・スタッフ16名体制で、食事等の援助・健康管理・ 

日中活動先の確保・その他日常生活上の支援も含め取り組んでいます。 

今年度から年4回発行される機関紙あなやまで、各グループホーム・ケアホームの利用者の皆さんの生活状 

況や活動風景などをご紹介させて頂きます。 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

       あなやまハイツ           第2あなやまハイツ         太鼓クラブ練習風景 
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多機能型事業所  わ～く穴山の里 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866 
E-mail：work@sip-shinwakai.jp 

 

 

共同生活事業所（わ～く穴山の里内） 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866 

共同 

生活事業だより 
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特 集 
穴山の里：生活支援員   向井 幸 （帝京福祉専門学校卒）

 社会人として働くことは初めての事なので、不安がいっぱいですが、いま自分が出来ることから一生懸

命向かっていきたいです。まずは笑顔で明るい挨拶から心がけていき、その中で一日でも早く職員や利用

者の皆さんの顔と名前を覚えて支援していきたいです。専門学校で２年間学んできた知識と技術を生かし

ながら、新しいことも積極的にチャレンジして信頼される職員になるために頑張って行きます。 

穴山の里：生活支援員   杉谷 太 （帝京学園短期大学卒）

 私は音楽が好きなので、歌を歌ったり、踊りや楽器演奏などいろいろなことにチャレンジして音楽を通

して皆さんと仲良くしていきたいと思います。まずは一日でも早く仕事に慣れることと、職員の皆様や利

用者さんの名前を早く覚えることを心がけます。その上で仕事をしやすくコミュニケーションを取りやす

い環境作りに取り組みたいと思います。よろしくお願いいたします。 

穴山の里：生活支援員   倉坪桃香 （帝京学園短期大学卒）

 私がこれから頑張って行きたいことは自分から利用者さんに笑顔で話しかけ、相手の思いや行動を早く

理解できるように積極的にコミュニケーションを取っていきたいです。また職員の皆さんと積極的に挨拶

をかわしていろいろ教えて頂けるように関わりを大切にしたいと思います。また、福祉や障害についてよ

り多くのことを学ぶことで皆様に認められる生活支援員になるよう頑張って行きます。 

穴山の里：生活支援員   小林竜嗣 （身延山大学）

 私は楽しいことが大好きで、利用者さんと日々接することで楽しみながら、かつ新たなことを学びなが

ら成長出来たらいいと思っています。また、僧侶として学んだ知識や修養を生かしながら、人として何が

大切で、何が人を助け救う事なのかを見つけることを目標として、利用者さんの心の支えになれるような

生活支援員を目指したいと思います。よろしくお願いいたします。 

穴山の里：生活支援員   笹本佳那 （帝京学園短期大学卒）

 私は、社会人としての第一歩をこの法人で迎えられることを大変嬉しく思います。仕事に慣れないうち

は何かとご迷惑をお掛けする事と思いますが、利用者さんとの会話など些細なことから初めて、一日も早

く多くの方の顔や名前、行動性などを知っていこうと思っています。楽しく明るい関係を利用者、職員の

皆さんと共に築けていけたらと思います。これからよろしくお願いいたします。 

穴山の里：生活支援員   齋藤梨花 （山梨学院短期大学卒）

 私は施設実習をさせて頂いた際に職場の雰囲気や利用者さんとのふれあいに好感を抱き、ぜひこの穴山

の里で一緒に働きたいと思いました。保育の知識を生かしながらも福祉に関する知識や技術を身につけら

れるよう、精進していきたいです。利用者さんとのコミュニケーションを大切にして利用者さんと共に楽

しい日々を過ごして行きたいです。よろしくお願いいたします。 



橘田禮子・千野顕司・嶋津文江・赤池栄太郎 

藤田 元・田中輝彦・跡部秀子・井上美知代 

輿石良恵・(株)ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ企画・(株)セレオ 

☆教育実習（敬称略） 

◎聖徳大学短期大学部 

生方沙季・島川奈々・森藤絵里・藤田麻由奈 

◎山梨学院短期大学 

赤堀智香・柳田由紀 

◎帝京学園短期大学 

千葉あかり・小林愛美・遠藤里帆・三井詩織 

◎彰栄保育福祉専門学校 

川上楓音・野口瑠里 

◎聖徳大学幼児教育専門学校 

佐々木菜那・鈴木瑠奈 

☆社協職場体験（敬称略） 

◎田中理恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成26年12月16日から平成27年 3月15日） 

 

～ご寄付を頂きました～（敬称略） 

ありがとうございました。感謝いたします。 

～ご協力を頂きました～（敬称略） 

☆ボランティア 

千野公洋（太鼓）・阿部光雄（歌謡）・島津泰子・

長坂泰子・小林秀子・細窪房美（歌謡協力）・ 

田中康子（絵画指導）・石澤一恵(ピアノ演奏) 

渡辺郁子（お菓子作り） 

（平成26年12月16日から平成27年 3月15日）

感 謝 録 訪 問 録 

平成２５年に穴山町内の公民館に建立しました、『権藤はな

よ』さんの歌碑を紹介致します。 

さくら満開。さくら公園に隣接する夏目地区の公民館です。

『ないしょ ないしょ』 

-１０-

編
集
後
記 

 

今
年
の
辞
令
交
付
式
は
、
桜
満
開

の
中
、
新
卒
六
名
を
含
む
十
二
名
の

新
し
い
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

新
卒
者
の
初
々
し
さ
は
、
春
の
訪

れ
と
重
な
り
眩
し
い
輝
き
を
放
っ
て

い
ま
す
。
現
職
員
も
初
心
に
返
り
、

改
め
て
自
分
の
仕
事
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

若
い
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、
ま

た
新
た
な
法
人
運
営
に
繋
が
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

（
Ｔ
・
Ｆ
） 

 
 

 

「相談支援事業所 さくら」では、障がい福祉サービ

スの申請前の相談や申請をする時のお手伝い、また利用

の際に必要な「サービス等利用計画」の作成や利用事業

所との連絡調整を行います。 

そしてご利用される方の思いや気持ちに寄り添った相

談を心がけております。 

お気軽にご相談ください。 

 

電話（０８０－６７７４－４４１９） 担当：伊藤 

 3 月7 日 穴山町の立志式が開催され、今年も桜の

苗木の寄贈をさせて頂きました。 

           桜の苗木の寄贈はこの式典に 

合わせて毎年行っており出席者 

の方と植樹作業を行いました。 

信和会としましても地域の方 

          との関わりを大切にし、 

桜の成長を見守って 

まいります。 

穴山町立志式でさくらの植樹 


